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甜
骸
な
ん
で
も
ど
う
ぞ

国
県
市
合
同
相
談
所
を
開
設

　
国
、
県
、
市
の
行
う
仕
事
に
つ
い

て
不
満
、
意
見
、
要
望
等
を
お
聞
き

し
、
そ
の
場
で
解
決
す
る
た
め
の
合

同
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。　

と
き
　
六
月
十
八
日
（
金
）
午
前

十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
四
階
大
会
議
室

　
参
加
行
政
機
関
　
新
潟
地
方
法
務

局
（
借
地
、
借
家
、
登
記
、
戸
籍
、

人
権
問
題
な
ど
）
北
陸
地
方
建
設
局

（
河
川
、
国
道
改
良
管
理
等
）
関
東

信
越
国
税
局
（
税
務
一
般
）
十
日
町

労
働
基
準
監
督
署
（
労
働
者
の
労
働

条
件
、
職
場
問
題
な
ど
）
十
日
町
郵

屡
藻
屡

愈
噂
齢

⇔
h
鰍
沸
蔭

2〃
薦
蒲
嚇

便
局
（
郵
便
、
貯
金
、
年
金
な
ど
）

十
日
町
警
察
署
（
運
転
免
許
、
交
通

問
題
、
行
方
不
明
者
等
）
県
庁
県
民

広
報
課
（
県
政
全
般
）
長
岡
社
会
保

険
事
務
所
（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
）

十
日
町
土
木
事
務
所
（
河
川
県
道
の

改
良
管
理
、
建
築
、
そ
の
他
）
十
日

町
市
役
所
（
市
政
全
般
）
新
潟
行
政

監
察
局
（
右
担
当
機
関
以
外
の
全
般
）

講
演
会
の
お
知
ら
せ

と
き
　
六
月
二
十
二
日
午
後
、
一
時
～

　
　
四
時

と
こ
ろ
　
信
組
十
日
町
支
店
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　
「
予
想
さ
れ
る
大
型
店
進

　
　
出
を
如
何
に
向
え
撃
つ
か
」

講
師
　
五
味
慶
晴
（
㈱
田
辺
経
営
新

　
　
潟
支
店
長
）

主
催
　
新
潟
県
信
用
組
合

融
馨
銃

　
私
た
ち
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
十
日
町

グ
ル
ー
プ
は
、
簡
素
な
旅
行
と
未
知

の
世
界
を
た
ず
ね
て
見
聞
を
ひ
ろ
め

る
こ
と
を
目
的
に
ホ
ス
テ
ン
グ
を
行

っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
例
会
日
は
、
毎
月
八
日
、
十
八
日
で

公
民
館
を
会
場
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
正
会
員
四
十
八
名
、

準
会
員
三
十
名
。
年
齢
に
関
係
な
く

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
例
会
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

第
2
7
回
雪
ま
つ
り
に
参
加
し
た

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
グ
ル
ー
プ

棚
る
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
昭
和
五
十
一
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
応
募
規
定

　
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
こ

と
を
表
わ
す
も
の
で
、
小
学
校
児
童
、

中
学
校
、
高
校
の
生
徒
が
書
い
た
も

の
（
｝
人
一
点
）
。
色
彩
は
自
由
、
大

き
さ
は
四
十
五
七
手
・
×
．
二
十
ノ
、
か
ら
五

十
五
諺
×
四
十
諺
以
内
。
作
品
の
裏

右
下
に
県
名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、

性
別
等
を
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
期
間
　
五
月
．
一
卜
日
～
九
月

十
日
ま
で
に
十
日
町
市
選
挙
管
理
委

員
会
（
曾
七
㌧
一
二
二
番
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
庭
野
清
三
（
学
校
町
一
）
…
三
万

円
▽
八
島
勉
（
稲
荷
町
四
）
…
五
万

円
▽
太
田
幸
子
（
南
鐙
坂
）
…
十
万

円
（
母
子
福
祉
に
五
万
円
、
交
通
安

非
常
勤
交
通
指
導
員
の

ひ
と
こ
と

中沢幾太郎
（四日町第顎

　
最
近
、
歩
行
者
の
横
断
中
の
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
歩
行
者
は
つ

ぎ
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
）
道
路
の
横
断
は
、
横
断
歩
道
を
利

用
し
、
横
断
歩
道
の
途
い
所
で
も
斜

め
横
断
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

C
横
断
す
る
と
き
は
、
手
を
上
げ
て

車
に
知
ら
せ
、
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
横
断
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
連

れ
の
と
き
は
、
し
っ
か
り
手
を
つ
な

い
で
横
断
し
て
く
だ
さ
い
，

○
信
号
機
の
あ
る
所
は
必
ず
信
号
機

の
指
示
に
従
い
、
ま
た
青
信
号
の
横

断
歩
道
で
も
急
な
飛
び
出
し
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

全
施
設
に
五
万
円
）
以
上
香
典
返
し

▽
内
藤
直
義
（
椌
木
）
…
辛
三
百
円

▽
根
津
智
子
（
本
町
六
ノ
三
）
…
千

三
十
五
円
▽
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
…
六

万
五
千
三
百
五
十
円
▽
匿
名
…
干
四

百
八
十
五
円
▽
匿
名
…
五
百
円

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
に

ご
参
加
を

　
戸
外
に
出
て
楽
し
い
体
力
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
教
委
で
は

市
民
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
仲
間
づ
く
り

と
健
康
増
進
を
は
か
る
た
め
、
つ
ぎ

の
と
お
り
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画

し
ま
し
た
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

期
日
六
月
二
十
日
（
日
）

　
　
雨
天
中
止

月
6
β
ヒ
い
う
目
は

学
庄
に
乙
・
て

　
日
暖
日
臥
外
に

　
林
窃
が
な
く

　
　
睡
底
℃
戦
つ

　
　
恐
挿
鳶

コ
7
り

】
ワ
随＼

、
遷

、
紬
郭

豊
夙
家
の
人
俗

田
植
え
も
終
ぞ

　
　
　
　
一
を
爬
し

㊥
ζ

　
　
　
　
　
づ

　
　
　
課
、
．
．
髄

＼
　
　
　
　
　
　
　
」

＜／

歯
医
着
さ
ん
は

．
歯
q
庸
些
遇
禽
”
に

　
　
　
感
噛
き
堕

⑱
惑

③
　
　
　
餓
～

　
キ
ス
フ

そ
㌧
マ
挺
象
台
が

　
大
事
に
ヤ
、
れ
伝
り

僕
壕
需
オ
・

駄
鯉

欝編

騎
藤
廟
お
心
当
た
り
の
方
お
知
ら
せ
く
だ
ざ
い

　
去
る
五
月
二
日
、
十
二
平
（
本
町
東
一

丁
目
）
の
杉
林
で
発
見
さ
れ
た
死
体
に

つ
い
て
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
市

社
会
福
祉
事
務
所
ま
た
は
十
日
町
警
察

署
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
特
徴

　
年
齢
二
十
～
三
十
歳
位
の
男
性
、
身

長
一
五
六
七
手
、
口
、
や
せ
型
で
長
髪
、
胸
毛

が
あ
リ
、
足
底
二
二
・
五
諺
位
。
頭
部
及

び
手
の
指
が
白
骨
化
し
て
い
る
た
め
、

昨
年
十
二
月
頃
死
亡
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
o

　
着
衣
等
は
、
茶
色
の
ジ
タ
ノ
バ
ー
、
黒

色
長
袖
の
サ
マ
ー
セ
ー
タ
ー
、
草
色
ベ

ル
ト
、
シ
マ
の
ズ
ポ
ン
、
茶
色
ナ
イ
ロ
ン

製
の
靴
下
、
チ
ョ
］
レ
ー
ト
色
の
短
靴
、

腕
時
計
は
セ
イ
コ
ー
フ
ァ
イ
ブ
D
X
機
番

六
一
〇
六
A
、
側
番
七
九
〇
一
六
一
二
、
創

傷
等
も
な
く
自
殺
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

コ
ー
ス
　
市
民
体
育
館
前
～
大
池

　
　
（
昼
食
）
～
落
之
水
～
市
民
体

　
　
育
館
（
約
二
十
㎞
）

集
合
場
所
　
市
民
体
育
館
前
午
前
八

　
　
時
半
集
合
、
九
時
出
発
～
午
後

　
　
三
時
終
了
解
散

携
行
品
　
昼
食
、
水
筒
、
雨
具

申
し
込
み
市
教
委
社
会
教
育
課
（
曾

　
　
七
⊥
三
一
一
番
）
ま
た
は
、

　
　
市
民
体
育
館
（
曾
七
－
五
二
〇

　
　
八
番
）
へ
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魂
、鐵

　十日町小学校5学年PT
A（滝沢章次学年委員長）

は、去る6月27（臼曜日）笹

原台地（川治の原）の通称

田中牧場（田中顕氏所有）

の一角を借り、十小親子

農園をつくりました一。

　これは、自然に親しみ

ながら、親子の対話づく

りを進め、連帯の輪を広

げようと行われたもので

約300人の児童・父兄達は

秋の収穫を楽しみにサツ

マイモ、枝豆、トウモロ

コシ苗を手ぎわよく植え

つけました。

　午後からは、手づくり

の農園汁に舌つづみをう

ち、レクリエーションな

どを行い、みんなで楽し

い一日を過ごしました．

鰺零
鞭

灘
軸

漕遜

寡

簸

漁

灘

．
壁

‘

聾
響

』縢撫、誰
§
ば

編

避

衡
．

笥

w

イ

蝋繍

　
鞠
瀞

瀞

螺

窮．
ヤ
、
該

識

夕

b

　　藁　　綱璽剛鴫
　　　　　　謙

　　　　　繊，

　　　　　　　’㌧㌃
♂繍

慈劉篠

穐

　購
職

自然に親しみながら親子の対話づくりを！

　秋の収穫を楽しみに、枝豆の植えつけをする
　十小5学年の親子たち．

勇

幽
．
　
　
　
　
　
　
　
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

脚
．
難
縄
…

　□237号□
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澄
墓
券
專
黎

総
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
は
元
気
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
た
の
に
、
ほ
ん
黎

韓
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ぱ
か
り
に
変
わ
り
果
て
た
姿
に
な
っ
て
し
ま
懇

馨
う
幼
児
の
水
死
事
故
1
。
事
故
現
場
で
か
わ
い
い
わ
が
子
の
遺
体
に
惹

γ
り
す
が
っ
て
泣
き
さ
け
ぷ
続
の
姿
を
見
る
と
き
・
ど
う
し
よ
う
墓

融
な
い
気
持
に
か
ら
れ
ま
す
。
こ
う
な
る
前
に
家
庭
や
社
会
で
お
互
い
　
瀧

驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懇

篇
注
意
し
あ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
悲
し
い
思
い
を
せ
ず
に
済
ん
だ
の
に
本
驚

脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

惹
当
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
現
実
は
毎
年
同
じ
よ
う
な
悲
劇
が
罹

縮
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
亀

麗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

愚
原
因
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
蕎

監　
子
ど
も
、
特
に
幼
児
の
水
死
事
故

は
、
例
年
、
春
の
農
繁
期
に
あ
た
る

四
月
下
旬
か
ら
、
水
に
親
し
む
季
節

の
七
、
八
月
に
か
け
て
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
中
の
県
内

水
死
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
次
表
の

と
お
り
注
意
力
や
水
泳
能
力
の
な
い

幼
児
が
四
十
八
人
（
三
八
・
七
％
）

つ
い
で
小
学
生
が
十
五
人
（
一
二
・

一
％
）
、
二
十
～
三
十
歳
が
十
五
人

（
一
二
・
一
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

小
学
生
以
下
の
こ
ど
も
が
六
十
三
人

（
五
〇
・
八
％
）
と
高
い
比
率
を
し

め
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
け
る
水
死

事
故
者
も
ほ
と
ん
ど
小
学
生
以
下
の

こ
ど
も
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
期
に
特
に
多
い
幼
児
や
小
学
生

た
ち
の
水
遊
び
、
魚
と
り
な
ど
に
よ

る
事
故
を
な
く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
▽
幼
児
の
水
死
事
故
は
、
監
護
に

あ
た
る
人
が
ち
ょ
つ
と
目
を
離
し
た

す
き
に
起
き
て
い
ま
す
。
幼
児
の
一

人
遊
ぴ
や
、
幼
児
が
仲
闇
と
遊
ん
で

現場でこどもが危険な遊びをし

ているときは、進んでひと声か
けてやめさせるようにする一。

昭和50年中年齢別水死事故（県警本部調）
　　　目別
年齢別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

6歳未満 1 6 6 6 6 7 8 3 2 3 48

6歳～12歳 2 1 2 5 5 15

12歳～16歳 2 1 3
16歳～20歳 1 4 5
20歳～30歳 1 5 5 3 1 15

30歳～40歳 1 1 1 3 1 7
40歳～50歳 1 1 1 1 2 6
50歳～60歳 1 1 1 2 2 1 1 1 10

60歳～70歳 1 2 1 1 5
70歳以上 1 1 1 2 1 2 1 1 10

計 2 3 10 10 9 13 23 32 10 4 7 1 124

い
る
と
き
で
も
、
幼
児
か
ら
目
を
離

さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
幼
児
な
ど
が
水
遊
び
や
魚
と
り

に
行
く
と
き
は
、
保
護
者
や
信
頼
で

き
る
お
と
な
が
必
ず
同
行
し
、
現
場

で
も
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
危
険

な
場
所
へ
は
決
し
て
近
づ
け
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
お
と
な
の
方
も
、
現
場
で
こ

ど
も
が
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る

の
を
見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で

ひ
と
声
か
け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
。

　
▽
幼
児
の
遊
び
友
だ
ち
の
母
親

と
は
す
ぐ
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う

に
し
て
お
く
。

　
水
死
事
故
と
い
え
ば
、
一
般
に

川
や
海
を
想
像
す
る
が
、
幼
児
の

水
死
事
故
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
家

昭和42～50年幼児の場所別水死事故（県警本部調）

　
　
　
庭
内
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
起

　
　
　
き
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
二

　
　
　
年
～
五
十
年
に
か
け
て
の
県

　
　
　
内
に
お
け
る
幼
児
の
場
所
別

　
　
　
水
死
事
故
状
況
を
み
て
み
ま

　
　
　
す
と
、
次
表
の
と
お
り
、
庭

　
　
　
池
が
十
四
人
と
最
も
多
く
、

　
　
　
つ
い
で
用
水
堀
、
浴
槽
、
川

　
　
　
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
幼
児

　
　
　
の
行
動
範
囲
な
ど
か
ら
、
ほ

　
　
　
と
ん
ど
が
自
宅
の
周
囲
で
発

　
　
　
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
危
険
と
思

　
　
　
わ
れ
る
場
所
に
対
し
て
は
、

徹
底
し
た
防
護
措
置
を
と
る
と
同
時

に
、
家
の
周
囲
の
危
険
個
所
の
点
検

を
行
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所
に
近

づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う

家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
死
事
故
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を

　
幼
児
（
六
歳
未
満
）
の
死
亡
事
故
の

水泳事故を防ぐための心がまえ

　
児
童
生
徒
の
水
死
事
故
は

夏
休
み
中
に
集
中
し
て
発
生

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
プ

ー
ル
や
海
水
浴
等
で
つ
ぎ
の

点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
▽
集
団
引
率
に
際
し
て
は

適
切
な
責
任
者
を
選
ぶ
こ
と
。

▽
集
団
引
率
を
行
う
場
合
、

事
前
調
査
を
行
い
、
あ
ら
か

じ
め
、
道
路
状
況
、
水
泳
場

所
、
標
識
の
所
在
、
等
十
分

知
っ
て
お
く
こ
と
。
▽
適
当

数
の
監
視
員
を
つ
け
る
。
▽

責
任
分
担
を
明
ら
か
に
す
る
。

▽
規
律
あ
る
行
動
を
と
ら
せ

る
。
▽
水
泳
は
初
心
者
で
十

分
間
位
、
な
れ
た
人
で
大
体
．
．
一
卜
分

間
位
が
適
当
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
時
間
を
決
め
ず
い
つ
ま
で
も
泳
が

せ
て
お
く
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
人
の

健
康
状
態
に
よ
っ
て
適
切
に
指
導
す

る
。

　
水
に
入
る
と
き
の
注
意

　
○
ひ
と
り
で
絶
対
に
泳
が
な
い
。

○
水
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
準
備
運

動
す
る
。
○
冷
た
い
水
に
急
に
飛
び

込
む
こ
と
は
危
険
で
す
。
最
初
は
、

足
先
か
ら
頭
ま
で
一
旦
水
で
ぬ
ら
し

て
か
ら
入
る
こ
と
。
○
水
に
入
る
前

に
数
分
間
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

す
る
。
ま
た
食
事
の
直
後
や
空
腹
時

に
は
水
に
入
ら
な
い
。
○
酒
類
を
飲

ん
だ
後
は
水
に
入
ら
な
い
こ
と
。

　場
　所
　別

年別

浴
槽

防
火
用
水
槽

肥
料
だ
め

庭
池

井
戸

水
泳
プ
：
ア
レ

池
沼

用
水
堀
溝

河
川

海
そ
の
他

計

42 4 5 15 2 2 21 14 3 1 67

43 3 4 1 22 1 1 18 10 1 3 64

44 4 7 15 1 1 30 6 1 3 68

45 6 4 3 2 4 12 7 1 39

46 9 1 10 3 10 5 2 2 42

47 6 7 3 8 18 4 1 1 48

48 3 3 12 3 16 9 1 47

49 5 7 4 1 10 15 7 4 53

50 9 14 1 13 6 2 3 48

計 49 37 2 98 3 4 33 153 68 15 14 476

う
ち
、
水
死
事
故
と
交
通
事
故
を
く

ら
べ
て
見
る
と
水
死
事
故
が
圧
倒
的

に
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
関

心
の
薄
い
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
般
に
は
、
自
分
の
こ
ど

も
の
こ
ど
に
つ
い
て
、
他
人
か
ら
と

や
か
く
い
わ
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

自
分
の
こ
ど
も
が
危
な
い
遊
び
を
し

て
い
る
現
場
を
み
れ
ば
、
大
声
で
注

意
す
る
反
面
、
他
人
の
こ
ど
も
で
あ

れ
ば
素
知
ら
ぬ
顔
で
通
り
過
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。
親
も
と
を
離
れ

て
危
な
い
遊
び
を
し
て
い
る
こ
ど
も

を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
こ
の
こ
ど

も
で
あ
ろ
う
と
一
声
注
意
を
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

市
民
プ
ー
ル
は

七
月
十
五
日
か
ら

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
下
島
の
市

民
プ
ー
ル
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
設
期
間
　
七
月
十
五
日
～
八
月

三
十
一
日
、
午
前
九
時
～
午
後
八
時

ま
で
（
日
曜
は
午
後
七
時
ま
で
、
八

月
三
十
一
日
は
午
前
中
の
み
）
。

　
入
場
料
　
大
人
一
回
百
円
、
高
校

生
一
回
七
十
円
（
身
分
証
明
書
持
参

者
）
、
小
中
学
生
一
回
五
十
円
、
幼

児
一
回
三
十
円
。

　
そ
の
他
酒
気
お
び
の
人
、
皮
膚

病
そ
の
他
伝
染
病
患
者
、
保
護
者
の

伴
わ
な
い
幼
児
、
小
学
生
の
利
用
は

お
断
り
し
ま
す
。
な
お
、
水
に
入
る

前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を
し
、
水
泳

終
了
後
は
洗
眼
を
忘
れ
ず
に
。

！
多

ハ

し
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施
設
見
学
会
へ
ど
う
ぞ

　
市
で
は
、
市
の
行
政
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
目
と
耳
を
通
し
て
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
政
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
つ
ぎ
の
と
お
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
よ
る
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
見
学
日
／
七
月
～
十
月
ま
で
の
希

　
　
望
の
日
（
土
、
日
も
含
む
）
。

　
対
象
者
／
二
十
名
位
の
グ
ル
ー
プ
、

　
　
団
体
。

　
一
般
見
学
コ
ー
ス
／
衛
生
セ
ン
タ

　
　
ー
、
西
小
学
校
、
卸
売
市
場
、

　
　
織
物
工
業
団
地
、
広
域
消
防
庁

　
　
舎
、
桂
公
園
、
中
条
地
区
公
民

　
　
館
、
上
越
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　
　
ラ
ブ
十
日
町
ゴ
ル
フ
場
、
細
尾

　
　
ホ
ッ
プ
園
な
ど
。

　
携
行
す
る
も
の
／
昼
食
。

　
申
し
込
み
／
見
学
希
望
の
団
体
は

　
　
市
企
画
財
政
課
（
曾
七
－
三
一

　
　
一
一
番
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
見
学
コ
ー
ス
は
一
般
的
な

も
の
を
し
め
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

か
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ
る
場
合
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

離
婚
後
も
婚
姻
中

の
氏
（
姓
）
を
名
の

れ
ま
す

　
こ
の
ほ
ど
民
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
婚
姻
の
と
き
氏
を
改
め
た
人

は
、
離
婚
し
て
も
離
婚
後
三
ヵ
月
以

内
に
戸
籍
法
の
定
め
る
届
出
を
す
れ

ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た
氏
を
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三
ヵ
月

以
内
（
本
年
三
月
十
五
日
以
降
）
に

離
婚
し
た
人
で
既
に
婚
姻
前
の
氏
に

も
ど
っ
て
い
る
人
も
、
本
年
九
月
十

五
日
ま
で
に
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻

中
に
称
し
た
氏
を
再
び
称
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

8
0
8
0
0
。
0
8
0
8
0
8
0
8
0
。
。
0
8
0
8
0
8
0
8
0

公
平
委
員
に
村
山
力
氏

　
　
　
　
　
　
　
－
第
二
回
市
議
会
定
例
会
ー

　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
去
る

六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
開
か

れ
、
十
一
議
案
を
原
案
可
決
、
三
議

案
を
承
認
、
二
議
案
に
同
意
、
一
議

案
を
選
任
議
決
し
ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
市
行

政
財
産
の
目
的
外
使
用
条
例
の
一
部

改
正
。
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部

改
正
。
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
。
五
卜
一
、
年
度
市
一
般
会
計

予
算
の
歳
入
歳
出
を
五
千
七
百
八
十

一
万
九
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
四
十
九
億
四
千
七
百
二
十

一
万
六
千
円
と
す
る
市
一
般
会
計
補

正
予
算
を
可
決
。

　
ま
た
、
公
平
委
員
の
村
山
信
弘
氏

の
辞
任
に
と
も
な
い
新
た
に
村
山
力

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
へ
。

信
濃
川
ダ
ム
の
放
流

に
ご
注
意

　
信
濃
川
で
水
遊
び
や
魚
釣
り
を
し

て
い
て
毎
年
水
死
事
故
等
が
発
生
し

て
い
ま
す
Q

　
危
険
カ
所
に
は
、
柵
、
立
札
等
を

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
つ
ぎ
の

場
合
は
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
早
め
に
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。

　
○
降
雨
に
よ
る
増
水
で
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き
。

　
○
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め

調
整
池
の
水
を
放
流
す
る
と
き
。

　
○
洪
水
の
と
き
。

　
　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

地
価
公
示
台
帳
を

　
閲
覧
し
ま
す

　
地
価
公
示
法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
及
び
地
価
公
示
法
施
行
令
第
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昭
和
五
十
一

年
地
価
公
示
台
帳
を
つ
ぎ
の
と
お
り

閲
覧
し
ま
す
。

　
閲
覧
場
所
　
市
役
所
開
発
課

　
閲
覧
期
間
昭
和
五
十
一
年
七
月

五
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
七
月
四
日

ま
で
。
た
だ
し
、
一
月
四
日
か
ら
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
各
月
日
曜

祝
祭
日
そ
の
他
の
休
日
を
除
く
。

　
閲
覧
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
が

ら
午
後
五
時
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午

ま
で
）
。

　
貸
出
し
用
テ
ン
ト
の

　
ご
利
用
を

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
貸
出

し
用
テ
ン
ト
を
購
入
し
ま
し
た
の
で

町
内
や
部
落
の
こ
ど
も
会
等
の
キ
ャ

ン
プ
な
ど
に
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
貸
出
し
の
申
し
込
み
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
曾
七
ー
三
一
一
一
番

へ
。
　
（
貸
出
し
用
紙
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
あ
り
ま
す
）
な
お
、
飯
ご

う
の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
貸
出
し
用
テ
ン
ト

　
八
張
　
　
　
大
人
五
人
用

　
飯
ご
う
　
　
二
十
四
個

　
ス
コ
ッ
プ
　
三
本

四琴が

市
へ
三
百
万

寄
付

　
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
島

田
善
作
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
創

立
二
十
周
年
を
記
念
し
、
市
へ
公
民

館
図
書
及
び
図
書
関
係
備
品
購
入
代

金
と
し
て
、
三
百
万
円
を
寄
付
し
ま

し
た
。寄

付
あ
り
が
と
う

▽
水
落
越
山
…
三
万
円
（
公
民
館
図

書
購
入
費
と
し
て
）
▽
高
橋
義
明
（
高

山
）
…
十
万
円
（
十
日
町
公
園
建
設

資
金
と
し
て
）
▽
共
立
観
光
㈱
…
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
ニ
台
十
六
万
八
千
円
相

当
（
老
人
い
こ
い
の
家
四
ッ
宮
荘
備

品
と
し
て
）
。

　
西
小
学
校
備
晶
と
し
て

▽
㈱
中
央
印
刷
所
…
長
机
、
一
脚
四
万

ミ愛の協力募金にご協力懇
　　　　三輪孝義（保護司会＋日町分区長

　
第
二
十
六
回
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
七
月
い
っ
ば
い
全
国

的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
犯
罪
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
カ
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
毎
日

の
新
聞
か
ら
犯
罪
の
記

事
が
な
く
な
り
、
明
る

い
住
み
よ
い
新
潟
県
を

建
設
し
ょ
う
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
者
に
呼
び

か
け
「
つ
な
ぎ
ム
ロ
う
手

と
手
で
非
行
の
な
い
社

会
」
の
標
語
の
も
と
に
、

慈
愛
の
手
を
さ
し
の
べ

る
こ
と
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

二
千
円
相
当
▽
十
日
町
水
道
工
業
㈱

…
講
演
台
十
七
万
円
相
当
及
び
信
楽

焼
大
花
瓶
七
万
円
相
当
▽
原
ふ
き
子

（
高
田
町
三
）
…
ス
チ
ー
ル
衝
立
て
三

万
六
千
円
相
当
▽
川
治
小
学
校
児
童

一
同
…
鋳
鉄
花
器
二
万
円
相
当
▽
佐

藤
定
義
（
稲
荷
町
二
）
－
－
四
輪
手
押
車

二
台
三
万
八
千
円
相
当
▽
大
原
相
龍

（
稲
荷
町
三
）
…
四
連
ロ
ッ
カ
⊥
二

万
七
千
円
相
当
▽
㈱
大
島
電
気
商
会

（
西
寺
町
）
…
ワ
イ
ヤ
レ
ス
付
ポ
ー
タ

ブ
ル
電
蓄
一
式
八
万
八
千
八
百
円
相

当
及
び
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
一
式
二

万
六
干
円
相
当
。

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
私
た
ち
十
日
町
保
護
司
会
で
は
、

近
年
、
急
激
な
変
動
、
社
会
情
勢
の

中
で
、
青
少
年
の
非
行
は
低
年
齢
少

年
を
中
心
に
増
加
の
兆
し
を
示
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
防
止
と
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
す
べ
て
の

連
帯
意
識
を
基
盤
と
し
た
青
少
年
の

非
行
防
止
に
、
共
々
し
ん
け
ん
に
取

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
の

重
点
目
標
も
こ
こ
に
お
き
、
私
た
ち

も
意
を
傾
注
し
て
日
夜
諸
活
動
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
手
薄
な
保
護
司

の
補
導
援
護
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

関
係
の
あ
る
機
関
、
団
体
は
も
と
よ

り
一
般
の
皆
様
方
か
ら
も
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
に
ご
理
解
と
関
心

を
も
た
れ
ま
し
て
、
こ
の
運
動
の
趣

旨
の
成
果
が
期
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
七
月
の
運
動
期
間
中
に
愛

の
協
力
募
金
（
封
筒
募
金
）
が
例
年
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
特
段
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
上
村
良
平
…
⊥
万
七
千
円
▽
上
村

絋
一
（
泉
町
）
…
五
万
円
（
香
典
返

し
）
▽
匿
名
…
二
千
七
百
円
▽
都
屋

時
計
店
…
時
の
記
念
に
目
覚
し
時
計

五
十
個
▽
小
川
正
夫
（
尾
崎
）
…
八

千
三
百
円
▽
近
藤
隆
（
高
田
町
四
）

…
二
万
円
▽
匿
名
…
五
百
円
。

簡
易
郵
便
局
を
設
置

　
七
月
十
六
日
よ
り
本
町
一
丁
目
上

砂
屋
（
屋
号
）
さ
ん
に
郵
便
、
為
替
、
貯

金
、
保
険
年
金
事
務
を
取
り
扱
う
本

町
簡
易
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

子宮ガン検診は医師の都合により8月下旬に変更します
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澄
墓
券
專
黎

総
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
は
元
気
に
走
り
ま
わ
っ
て
い
た
の
に
、
ほ
ん
黎

韓
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ぱ
か
り
に
変
わ
り
果
て
た
姿
に
な
っ
て
し
ま
懇

馨
う
幼
児
の
水
死
事
故
1
。
事
故
現
場
で
か
わ
い
い
わ
が
子
の
遺
体
に
惹

γ
り
す
が
っ
て
泣
き
さ
け
ぷ
続
の
姿
を
見
る
と
き
・
ど
う
し
よ
う
墓

融
な
い
気
持
に
か
ら
れ
ま
す
。
こ
う
な
る
前
に
家
庭
や
社
会
で
お
互
い
　
瀧

驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懇

篇
注
意
し
あ
っ
た
ら
、
こ
ん
な
悲
し
い
思
い
を
せ
ず
に
済
ん
だ
の
に
本
驚

脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

惹
当
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
現
実
は
毎
年
同
じ
よ
う
な
悲
劇
が
罹

縮
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
亀

麗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

愚
原
因
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
蕎

監　
子
ど
も
、
特
に
幼
児
の
水
死
事
故

は
、
例
年
、
春
の
農
繁
期
に
あ
た
る

四
月
下
旬
か
ら
、
水
に
親
し
む
季
節

の
七
、
八
月
に
か
け
て
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
中
の
県
内

水
死
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
次
表
の

と
お
り
注
意
力
や
水
泳
能
力
の
な
い

幼
児
が
四
十
八
人
（
三
八
・
七
％
）

つ
い
で
小
学
生
が
十
五
人
（
一
二
・

一
％
）
、
二
十
～
三
十
歳
が
十
五
人

（
一
二
・
一
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

小
学
生
以
下
の
こ
ど
も
が
六
十
三
人

（
五
〇
・
八
％
）
と
高
い
比
率
を
し

め
て
い
ま
す
。
当
市
に
お
け
る
水
死

事
故
者
も
ほ
と
ん
ど
小
学
生
以
下
の

こ
ど
も
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
期
に
特
に
多
い
幼
児
や
小
学
生

た
ち
の
水
遊
び
、
魚
と
り
な
ど
に
よ

る
事
故
を
な
く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ

と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
▽
幼
児
の
水
死
事
故
は
、
監
護
に

あ
た
る
人
が
ち
ょ
つ
と
目
を
離
し
た

す
き
に
起
き
て
い
ま
す
。
幼
児
の
一

人
遊
ぴ
や
、
幼
児
が
仲
闇
と
遊
ん
で

現場でこどもが危険な遊びをし

ているときは、進んでひと声か
けてやめさせるようにする一。

昭和50年中年齢別水死事故（県警本部調）
　　　目別
年齢別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

6歳未満 1 6 6 6 6 7 8 3 2 3 48

6歳～12歳 2 1 2 5 5 15

12歳～16歳 2 1 3
16歳～20歳 1 4 5
20歳～30歳 1 5 5 3 1 15

30歳～40歳 1 1 1 3 1 7
40歳～50歳 1 1 1 1 2 6
50歳～60歳 1 1 1 2 2 1 1 1 10

60歳～70歳 1 2 1 1 5
70歳以上 1 1 1 2 1 2 1 1 10

計 2 3 10 10 9 13 23 32 10 4 7 1 124

い
る
と
き
で
も
、
幼
児
か
ら
目
を
離

さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
▽
幼
児
な
ど
が
水
遊
び
や
魚
と
り

に
行
く
と
き
は
、
保
護
者
や
信
頼
で

き
る
お
と
な
が
必
ず
同
行
し
、
現
場

で
も
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
危
険

な
場
所
へ
は
決
し
て
近
づ
け
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
お
と
な
の
方
も
、
現
場
で
こ

ど
も
が
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る

の
を
見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で

ひ
と
声
か
け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
。

　
▽
幼
児
の
遊
び
友
だ
ち
の
母
親

と
は
す
ぐ
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う

に
し
て
お
く
。

　
水
死
事
故
と
い
え
ば
、
一
般
に

川
や
海
を
想
像
す
る
が
、
幼
児
の

水
死
事
故
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
家

昭和42～50年幼児の場所別水死事故（県警本部調）

　
　
　
庭
内
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
起

　
　
　
き
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
二

　
　
　
年
～
五
十
年
に
か
け
て
の
県

　
　
　
内
に
お
け
る
幼
児
の
場
所
別

　
　
　
水
死
事
故
状
況
を
み
て
み
ま

　
　
　
す
と
、
次
表
の
と
お
り
、
庭

　
　
　
池
が
十
四
人
と
最
も
多
く
、

　
　
　
つ
い
で
用
水
堀
、
浴
槽
、
川

　
　
　
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
幼
児

　
　
　
の
行
動
範
囲
な
ど
か
ら
、
ほ

　
　
　
と
ん
ど
が
自
宅
の
周
囲
で
発

　
　
　
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
危
険
と
思

　
　
　
わ
れ
る
場
所
に
対
し
て
は
、

徹
底
し
た
防
護
措
置
を
と
る
と
同
時

に
、
家
の
周
囲
の
危
険
個
所
の
点
検

を
行
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所
に
近

づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う

家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
死
事
故
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を

　
幼
児
（
六
歳
未
満
）
の
死
亡
事
故
の

水泳事故を防ぐための心がまえ

　
児
童
生
徒
の
水
死
事
故
は

夏
休
み
中
に
集
中
し
て
発
生

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
プ

ー
ル
や
海
水
浴
等
で
つ
ぎ
の

点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
▽
集
団
引
率
に
際
し
て
は

適
切
な
責
任
者
を
選
ぶ
こ
と
。

▽
集
団
引
率
を
行
う
場
合
、

事
前
調
査
を
行
い
、
あ
ら
か

じ
め
、
道
路
状
況
、
水
泳
場

所
、
標
識
の
所
在
、
等
十
分

知
っ
て
お
く
こ
と
。
▽
適
当

数
の
監
視
員
を
つ
け
る
。
▽

責
任
分
担
を
明
ら
か
に
す
る
。

▽
規
律
あ
る
行
動
を
と
ら
せ

る
。
▽
水
泳
は
初
心
者
で
十

分
間
位
、
な
れ
た
人
で
大
体
．
．
一
卜
分

間
位
が
適
当
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
時
間
を
決
め
ず
い
つ
ま
で
も
泳
が

せ
て
お
く
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
人
の

健
康
状
態
に
よ
っ
て
適
切
に
指
導
す

る
。

　
水
に
入
る
と
き
の
注
意

　
○
ひ
と
り
で
絶
対
に
泳
が
な
い
。

○
水
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
準
備
運

動
す
る
。
○
冷
た
い
水
に
急
に
飛
び

込
む
こ
と
は
危
険
で
す
。
最
初
は
、

足
先
か
ら
頭
ま
で
一
旦
水
で
ぬ
ら
し

て
か
ら
入
る
こ
と
。
○
水
に
入
る
前

に
数
分
間
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を

す
る
。
ま
た
食
事
の
直
後
や
空
腹
時

に
は
水
に
入
ら
な
い
。
○
酒
類
を
飲

ん
だ
後
は
水
に
入
ら
な
い
こ
と
。

　場
　所
　別

年別

浴
槽

防
火
用
水
槽

肥
料
だ
め

庭
池

井
戸

水
泳
プ
：
ア
レ

池
沼

用
水
堀
溝

河
川

海
そ
の
他

計

42 4 5 15 2 2 21 14 3 1 67

43 3 4 1 22 1 1 18 10 1 3 64

44 4 7 15 1 1 30 6 1 3 68

45 6 4 3 2 4 12 7 1 39

46 9 1 10 3 10 5 2 2 42

47 6 7 3 8 18 4 1 1 48

48 3 3 12 3 16 9 1 47

49 5 7 4 1 10 15 7 4 53

50 9 14 1 13 6 2 3 48

計 49 37 2 98 3 4 33 153 68 15 14 476

う
ち
、
水
死
事
故
と
交
通
事
故
を
く

ら
べ
て
見
る
と
水
死
事
故
が
圧
倒
的

に
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
関

心
の
薄
い
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
般
に
は
、
自
分
の
こ
ど

も
の
こ
ど
に
つ
い
て
、
他
人
か
ら
と

や
か
く
い
わ
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

自
分
の
こ
ど
も
が
危
な
い
遊
び
を
し

て
い
る
現
場
を
み
れ
ば
、
大
声
で
注

意
す
る
反
面
、
他
人
の
こ
ど
も
で
あ

れ
ば
素
知
ら
ぬ
顔
で
通
り
過
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。
親
も
と
を
離
れ

て
危
な
い
遊
び
を
し
て
い
る
こ
ど
も

を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど
こ
の
こ
ど

も
で
あ
ろ
う
と
一
声
注
意
を
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

市
民
プ
ー
ル
は

七
月
十
五
日
か
ら

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
下
島
の
市

民
プ
ー
ル
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
設
期
間
　
七
月
十
五
日
～
八
月

三
十
一
日
、
午
前
九
時
～
午
後
八
時

ま
で
（
日
曜
は
午
後
七
時
ま
で
、
八

月
三
十
一
日
は
午
前
中
の
み
）
。

　
入
場
料
　
大
人
一
回
百
円
、
高
校

生
一
回
七
十
円
（
身
分
証
明
書
持
参

者
）
、
小
中
学
生
一
回
五
十
円
、
幼

児
一
回
三
十
円
。

　
そ
の
他
酒
気
お
び
の
人
、
皮
膚

病
そ
の
他
伝
染
病
患
者
、
保
護
者
の

伴
わ
な
い
幼
児
、
小
学
生
の
利
用
は

お
断
り
し
ま
す
。
な
お
、
水
に
入
る

前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を
し
、
水
泳

終
了
後
は
洗
眼
を
忘
れ
ず
に
。

！
多

ハ

し
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施
設
見
学
会
へ
ど
う
ぞ

　
市
で
は
、
市
の
行
政
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
目
と
耳
を
通
し
て
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
政
に
対

す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
つ
ぎ
の
と
お
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
よ
る
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
見
学
日
／
七
月
～
十
月
ま
で
の
希

　
　
望
の
日
（
土
、
日
も
含
む
）
。

　
対
象
者
／
二
十
名
位
の
グ
ル
ー
プ
、

　
　
団
体
。

　
一
般
見
学
コ
ー
ス
／
衛
生
セ
ン
タ

　
　
ー
、
西
小
学
校
、
卸
売
市
場
、

　
　
織
物
工
業
団
地
、
広
域
消
防
庁

　
　
舎
、
桂
公
園
、
中
条
地
区
公
民

　
　
館
、
上
越
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　
　
ラ
ブ
十
日
町
ゴ
ル
フ
場
、
細
尾

　
　
ホ
ッ
プ
園
な
ど
。

　
携
行
す
る
も
の
／
昼
食
。

　
申
し
込
み
／
見
学
希
望
の
団
体
は

　
　
市
企
画
財
政
課
（
曾
七
－
三
一

　
　
一
一
番
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
見
学
コ
ー
ス
は
一
般
的
な

も
の
を
し
め
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

か
見
学
希
望
ヵ
所
が
あ
る
場
合
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

離
婚
後
も
婚
姻
中

の
氏
（
姓
）
を
名
の

れ
ま
す

　
こ
の
ほ
ど
民
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
婚
姻
の
と
き
氏
を
改
め
た
人

は
、
離
婚
し
て
も
離
婚
後
三
ヵ
月
以

内
に
戸
籍
法
の
定
め
る
届
出
を
す
れ

ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た
氏
を
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三
ヵ
月

以
内
（
本
年
三
月
十
五
日
以
降
）
に

離
婚
し
た
人
で
既
に
婚
姻
前
の
氏
に

も
ど
っ
て
い
る
人
も
、
本
年
九
月
十

五
日
ま
で
に
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻

中
に
称
し
た
氏
を
再
び
称
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

8
0
8
0
0
。
0
8
0
8
0
8
0
8
0
。
。
0
8
0
8
0
8
0
8
0

公
平
委
員
に
村
山
力
氏

　
　
　
　
　
　
　
－
第
二
回
市
議
会
定
例
会
ー

　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
去
る

六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
開
か

れ
、
十
一
議
案
を
原
案
可
決
、
三
議

案
を
承
認
、
二
議
案
に
同
意
、
一
議

案
を
選
任
議
決
し
ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
市
行

政
財
産
の
目
的
外
使
用
条
例
の
一
部

改
正
。
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部

改
正
。
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
。
五
卜
一
、
年
度
市
一
般
会
計

予
算
の
歳
入
歳
出
を
五
千
七
百
八
十

一
万
九
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
四
十
九
億
四
千
七
百
二
十

一
万
六
千
円
と
す
る
市
一
般
会
計
補

正
予
算
を
可
決
。

　
ま
た
、
公
平
委
員
の
村
山
信
弘
氏

の
辞
任
に
と
も
な
い
新
た
に
村
山
力

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
へ
。

信
濃
川
ダ
ム
の
放
流

に
ご
注
意

　
信
濃
川
で
水
遊
び
や
魚
釣
り
を
し

て
い
て
毎
年
水
死
事
故
等
が
発
生
し

て
い
ま
す
Q

　
危
険
カ
所
に
は
、
柵
、
立
札
等
を

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
つ
ぎ
の

場
合
は
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
早
め
に
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。

　
○
降
雨
に
よ
る
増
水
で
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き
。

　
○
発
電
所
の
機
械
が
故
障
の
た
め

調
整
池
の
水
を
放
流
す
る
と
き
。

　
○
洪
水
の
と
き
。

　
　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

地
価
公
示
台
帳
を

　
閲
覧
し
ま
す

　
地
価
公
示
法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
及
び
地
価
公
示
法
施
行
令
第
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昭
和
五
十
一

年
地
価
公
示
台
帳
を
つ
ぎ
の
と
お
り

閲
覧
し
ま
す
。

　
閲
覧
場
所
　
市
役
所
開
発
課

　
閲
覧
期
間
昭
和
五
十
一
年
七
月

五
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
七
月
四
日

ま
で
。
た
だ
し
、
一
月
四
日
か
ら
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
各
月
日
曜

祝
祭
日
そ
の
他
の
休
日
を
除
く
。

　
閲
覧
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
が

ら
午
後
五
時
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午

ま
で
）
。

　
貸
出
し
用
テ
ン
ト
の

　
ご
利
用
を

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
貸
出

し
用
テ
ン
ト
を
購
入
し
ま
し
た
の
で

町
内
や
部
落
の
こ
ど
も
会
等
の
キ
ャ

ン
プ
な
ど
に
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
貸
出
し
の
申
し
込
み
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
曾
七
ー
三
一
一
一
番

へ
。
　
（
貸
出
し
用
紙
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
あ
り
ま
す
）
な
お
、
飯
ご

う
の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
貸
出
し
用
テ
ン
ト

　
八
張
　
　
　
大
人
五
人
用

　
飯
ご
う
　
　
二
十
四
個

　
ス
コ
ッ
プ
　
三
本

四琴が

市
へ
三
百
万

寄
付

　
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
島

田
善
作
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
創

立
二
十
周
年
を
記
念
し
、
市
へ
公
民

館
図
書
及
び
図
書
関
係
備
品
購
入
代

金
と
し
て
、
三
百
万
円
を
寄
付
し
ま

し
た
。寄

付
あ
り
が
と
う

▽
水
落
越
山
…
三
万
円
（
公
民
館
図

書
購
入
費
と
し
て
）
▽
高
橋
義
明
（
高

山
）
…
十
万
円
（
十
日
町
公
園
建
設

資
金
と
し
て
）
▽
共
立
観
光
㈱
…
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
ニ
台
十
六
万
八
千
円
相

当
（
老
人
い
こ
い
の
家
四
ッ
宮
荘
備

品
と
し
て
）
。

　
西
小
学
校
備
晶
と
し
て

▽
㈱
中
央
印
刷
所
…
長
机
、
一
脚
四
万

ミ愛の協力募金にご協力懇
　　　　三輪孝義（保護司会＋日町分区長

　
第
二
十
六
回
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
七
月
い
っ
ば
い
全
国

的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
犯
罪
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
カ
を
合
わ

せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
毎
日

の
新
聞
か
ら
犯
罪
の
記

事
が
な
く
な
り
、
明
る

い
住
み
よ
い
新
潟
県
を

建
設
し
ょ
う
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
者
に
呼
び

か
け
「
つ
な
ぎ
ム
ロ
う
手

と
手
で
非
行
の
な
い
社

会
」
の
標
語
の
も
と
に
、

慈
愛
の
手
を
さ
し
の
べ

る
こ
と
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

二
千
円
相
当
▽
十
日
町
水
道
工
業
㈱

…
講
演
台
十
七
万
円
相
当
及
び
信
楽

焼
大
花
瓶
七
万
円
相
当
▽
原
ふ
き
子

（
高
田
町
三
）
…
ス
チ
ー
ル
衝
立
て
三

万
六
千
円
相
当
▽
川
治
小
学
校
児
童

一
同
…
鋳
鉄
花
器
二
万
円
相
当
▽
佐

藤
定
義
（
稲
荷
町
二
）
－
－
四
輪
手
押
車

二
台
三
万
八
千
円
相
当
▽
大
原
相
龍

（
稲
荷
町
三
）
…
四
連
ロ
ッ
カ
⊥
二

万
七
千
円
相
当
▽
㈱
大
島
電
気
商
会

（
西
寺
町
）
…
ワ
イ
ヤ
レ
ス
付
ポ
ー
タ

ブ
ル
電
蓄
一
式
八
万
八
千
八
百
円
相

当
及
び
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
一
式
二

万
六
干
円
相
当
。

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
私
た
ち
十
日
町
保
護
司
会
で
は
、

近
年
、
急
激
な
変
動
、
社
会
情
勢
の

中
で
、
青
少
年
の
非
行
は
低
年
齢
少

年
を
中
心
に
増
加
の
兆
し
を
示
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
防
止
と
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
す
べ
て
の

連
帯
意
識
を
基
盤
と
し
た
青
少
年
の

非
行
防
止
に
、
共
々
し
ん
け
ん
に
取

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
の

重
点
目
標
も
こ
こ
に
お
き
、
私
た
ち

も
意
を
傾
注
し
て
日
夜
諸
活
動
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
手
薄
な
保
護
司

の
補
導
援
護
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

関
係
の
あ
る
機
関
、
団
体
は
も
と
よ

り
一
般
の
皆
様
方
か
ら
も
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
に
ご
理
解
と
関
心

を
も
た
れ
ま
し
て
、
こ
の
運
動
の
趣

旨
の
成
果
が
期
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
七
月
の
運
動
期
間
中
に
愛

の
協
力
募
金
（
封
筒
募
金
）
が
例
年
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
特
段
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
上
村
良
平
…
⊥
万
七
千
円
▽
上
村

絋
一
（
泉
町
）
…
五
万
円
（
香
典
返

し
）
▽
匿
名
…
二
千
七
百
円
▽
都
屋

時
計
店
…
時
の
記
念
に
目
覚
し
時
計

五
十
個
▽
小
川
正
夫
（
尾
崎
）
…
八

千
三
百
円
▽
近
藤
隆
（
高
田
町
四
）

…
二
万
円
▽
匿
名
…
五
百
円
。

簡
易
郵
便
局
を
設
置

　
七
月
十
六
日
よ
り
本
町
一
丁
目
上

砂
屋
（
屋
号
）
さ
ん
に
郵
便
、
為
替
、
貯

金
、
保
険
年
金
事
務
を
取
り
扱
う
本

町
簡
易
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

子宮ガン検診は医師の都合により8月下旬に変更します
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儲
裁
者
蛎
名
が
消
費
物
資
の
試
し
買
い

　
市
及
び
県
計
量
検
定
所
は
、
計
量

思
想
普
及
推
進
強
化
月
間
の
行
事
と

し
て
、
去
る
六
月
十
日
、
商
工
会
議

所
で
、
主
婦
十
五
名
を
招
き
、
消
費

試
し
買
い
商
品
の
量
目
が
遮
正
か

真
剣
に
計
量
さ
れ
た

認擁

萎

離
賊
靱

激
難
灘

黛
離
、
違

ぞ
〃
謎
藷
嚇

物
資
の
試
し
買
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
試
し
買
い
は
、
県
計
量
検
定
所
員

立
合
い
で
、
食
肉
、
食
肉
加
工
品
、

魚
貝
類
加
工
品
、
菓
子
、
緑
茶
、
青

果
物
の
六
品
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
、

商
品
の
量
目
が
正
し
い
か
ど
う
か
検

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
タ
ラ

コ
が
一
部
量
目
不
足
、
食
肉
が
量
目

過
重
の
ほ
か
量
目
が
適
正
で
、
検
定

員
か
ら
も
本
市
は
総
体
的
に
は
良
好

な
成
績
で
あ
る
と
の
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。わ

…
焼
劣
・
⑦

㎝
魚
傍
料
握
㎜

庭野春枝
四日町新田第三

春
雨
の
冷
や
し
鉢

わ
が
家
で
夏
の
季
節
に
特
に
喜
ば

れ
る
春
雨
の
冷
や
し
鉢
（
わ
が
家
の

呼
び
名
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
家
庭
の
主
婦
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

実
際
に
お
作
り
い
た
だ
い
て
、
ご
意

見
や
ご
批
評
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
材
料
（
五
人
前
）

　
春
雨
一
五
〇
努
、
き
ゅ
う
り
一
本
、

玉
ね
ぎ
二
分
の
一
コ
、
き
く
ら
げ
七

〇
矧
ラ
、
ハ
ム
七
〇
矧
ラ
。

　
つ
け
汁
　
し
ょ
う
油
二
分
の
一
カ

ッ
プ
、
み
り
ん
四
分
の
一
カ
ッ
プ
、

だ
し
汁
四
分
の
一
カ
ッ
プ
、
ゴ
マ
油

二
～
三
滴
、
化
学
調
味
料
少
々
。

　
作
り
方

　
春
雨
は
大
き
め
の
鍋
に
た
っ
ぷ
り

湯
を
沸
か
し
、
強
火
で
四
～
五
分
ゆ

で
冷
水
に
さ
ら
す
。
き
ゅ
う
り
は
、

干
切
り
に
し
水
に
さ
ら
す
。
玉
ね
ぎ

は
千
切
り
に
し
水
に
さ
ら
し
、
さ
ら

し
玉
ね
ぎ
を
作
る
。
き
く
ら
げ
は
水

の
中
で
も
み
洗
い
を
し
、
塩
分
を
取

り
除
き
ま
す
。
ハ
ム
は
千
切
り
に
し

て
お
き
ま
す
。
ま
ず
、
器
に
春
雨
を

盛
り
、
そ
の
う
え
に
用
意
し
て
い
た

き
ゅ
う
り
、
ハ
ム
、
玉
ね
ぎ
、
き
く

ら
げ
等
を
盛
り
つ
け
ま
す
。
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
！
N

　
　
　
　
崔
謄
い
ま
・
、
・

　
　
　
難
－

　
あ
と
う
ミ
ん

　
み
Z
：
、

　
ホ
o
世

　
と
ぞ
き
“
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爺

璽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
ト
っ

樫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
零
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
カ
㌔
ツ

　
つ
け
汁
（
し
ょ
う
油
、
み
り
ん
、
だ
し

　
汁
を
一
度
沸
騰
さ
せ
、
化
学
調
味
料

　
と
ゴ
マ
油
を
二
～
三
滴
落
と
す
。
好

　
み
に
よ
り
、
す
り
ご
ま
、
レ
モ
ン
汁

　
な
ど
を
入
れ
て
も
よ
い
）
と
一
緒
に

　
食
べ
る
の
で
す
が
、
さ
っ
ぱ
り
と
し

　
た
舌
ざ
わ
り
で
お
い
し
く
い
た
だ
け

　
ま
す
。
暑
い
日
な
ど
、
冷
や
し
て
食

　
べ
る
と
一
層
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　
　
1
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
ご
紹

　
介
く
だ
さ
い
。
豪
華
で
難
か
し
い
料

　
理
よ
り
も
、
日
頃
ご
家
庭
で
食
べ
る

　
も
の
の
中
か
ら
、
簡
単
に
作
れ
て
、

　
家
族
や
来
客
か
ら
喜
ば
れ
る
料
理
を

　
お
待
ち
し
ま
す
。
連
絡
は
、
市
役
所

　
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係
（
曾
七
－

　
三
一
一
一
番
）
へ
。

禦
民
吹
奏
楽
団

　
　
昨
年
の
四
月
、
公
民
館
活
動
の
一

　
貫
と
し
て
発
足
し
た
十
日
町
市
民
吹

　
奏
楽
団
は
、
満
一
歳
を
迎
え
、
よ
う

　
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
が
、

　
よ
り
充
実
し
た
編
成
に
す
る
た
め
、

　
現
在
広
く
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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／
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私
達
の
主
な
活
動
は
、
パ
レ
ー
ド

演
奏
と
ス
テ
ー
ジ
演
奏
の
二
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
今

年
か
ら
定
期
演
奏
会
や
他
市
吹
奏
楽

団
と
の
交
歓
会
も
計
画
し
て
お
り
、

ま
た
レ
ク
リ
ェ
：
シ
ョ
ン
も
多
様
で

大
変
楽
し
い
団
体
で
す
。

　
入
団
資
格
は
特
に
な
く
、
男
女
を

問
わ
ず
、
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

練
習
日
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
毎

週
火
曜
、
木
曜
の
六
時
半
～
九
時
十

五
分
。
入
団
申
も
込
み
等
の
問
い
合

わ
せ
は
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
①
市
公
民
館
本
館
（
魯
七
－
五
〇

二
番
Y
②
十
日
町
地
域
消
防
署
（
根

津
征
吉
・
山
田
秀
和
曾
七
－
一
五
五

五
番
）
③
直
接
練
習
会
場
へ
。

電気料金
　　　　　いイ直上、す　＋高是石万

自
盤
界
え
・
て

ホ
託
琶
と
，
て

み
ま
し
仁

愚
、

お
乙
う
さ
ん

よ
う
、
λ
で

く
れ
壱
か
ず
汐
－

気二

鯛
禦
警
察
官
A
（
大
卒
）

を
募
集
し
ま
す

　
明
春
四
月
採
用
予
定
の
新
潟
県
警

察
官
A
（
大
学
卒
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
七

月
三
十
一
日
ま
で
に
十
日
町
警
察
署

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

く
わ
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
警
察
署

ま
た
は
お
近
く
の
派
出
所
、
駐
在
所

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
採
用
予
定
人
員
約
二
十
五
人

　
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
四
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
出
生
の
男
子
で
大
学
卒
業
者
（
ま

た
は
明
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者
）
。

　
第
【
次
試
験
八
月
八
日
（
日
）

新
潟
中
央
警
察
署
で
行
い
ま
す
。
第

二
次
試
験
は
九
月
中
旬
新
潟
市
で
行

う
予
定
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
七
月
二
十
日
…
…
午
前
八
時
半

～
午
後
一
時
ま
で
、
島
の
一
部
～
旭

町
～
北
原
　
▽
七
月
二
十
三
日
：
…
・

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
市
之

沢
～
中
在
家
～
南
雲
～
大
石
～
馬
場

～
水
沢
　
▽
七
月
二
十
七
日
…
…
午

前
八
時
～
正
午
ま
で
、
高
山
第
二
～

高
山
第
三
の
一
部
～
高
山
第
四
～
春

日
町
一
～
春
日
町
二
・
三
の
一
部
～

島
の
一
部
　
▽
七
月
三
十
日
…
…
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
四
日
町

新
田
の
一
部
。

農
地
転
用
に
は
許
可

申
請
を

　
田
畑
等
農
地
を
住
宅
、
工
場
建
築
、

植
林
等
の
目
的
で
農
地
以
外
に
転
用

す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
に
よ
り
県

の
許
可
が
必
要
で
す
。
申
請
し
て
か

ら
許
可
に
な
る
ま
で
約
二
ヵ
月
位
要

し
ま
す
の
で
、
早
目
に
申
請
し
、
許

可
を
受
け
て
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
お
近
く
の
農
業
委
員
ま
た
は
市
農

業
委
員
会
（
曾
七
－
三
一
一
一
番
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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